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衆
議
院
議
員
菅
直
人
君
提
出
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
菅
直
人
君
提
出
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

石
綿
の
濃
度
の
高
い
作
業
環
境
に
お
い
て
長
期
間
作
業
に
従
事
し
た
労
働
者
に
、
肺
が
ん
及
び
悪
性
中
皮
腫

が
発
生
す
る
こ
と
は
、
各
種
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
世
界
保
健
機
関(

Ｗ
Ｈ
Ｏ)
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
都
市
部
に
お
け
る
環
境
大
気
中
の
石
綿
の
濃
度
が
お

お
む
ね
空
気
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
一
本
以
下
か
ら
十
本
程
度
に
あ
る
状
況
下
で
は
、
「
一
般
住
民
に
お
い
て
は

石
綿
に
起
因
す
る
悪
性
中
皮
腫
及
び
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
は
信
頼
で
き
る
ほ
ど
定
量
化
で
き
な
い
も
の
の
、
お
そ

ら
く
検
出
で
き
な
い
ほ
ど
低
い
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

我
が
国
の
石
綿
の
供
給
の
大
部
分
を
占
あ
る
石
綿
輸
入
量
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
二
十
七
万
七
千 



三
に
つ
い
て 

ト
ン(
対
前
年
比
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
三
十
二
万
ト
ン
（
対
前
年
比
十
五
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
増
）
と
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
石
綿
の
使
用
量
に
つ
い
て
は
、
石
綿
の
代
替
製
品
の
開
発
及
び
含
有
率
の
低
減
化

の
進
展
に
よ
り
、
減
少
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
使
用
制
限
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
安
全
な
物
質
に
代
替
さ
せ
る
こ
と
が
人
の
健
康
の
確
保
と
い
う

観
点
か
ら
望
ま
し
い
も
の
の
、
石
綿
の
代
替
品
の
開
発
状
況
に
か
ん
が
み
、
現
時
点
で
直
ち
に
石
綿
の
使
用
を

制
限
す
る
考
え
は
な
い
。 

石
綿
の
輸
入
量
が
増
大
し
て
い
る
の
は
、
堅
調
な
建
築
需
要
に
支
え
ら
れ
て
、
石
綿
ス
レ
ー
ト
等
の
石
綿
を

含
有
す
る
建
材
の
生
産
量
が
増
加
し
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
石
綿
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
の
内
容
、
件
数
等
詳
細
を
承
知
し
て
い
な
い
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

建
築
物
の
改
修
・
解
体
に
伴
う
石
綿
の
飛
散
防
止
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
二
十
六
日
付
け
環
境

庁
大
気
保
全
局
大
気
規
制
課
長
通
知｢

建
築
物
の
改
修
・
解
体
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト(

石
綿)

に
よ
る
大
気
汚
染

の
防
止
に
つ
い
て｣

に
よ
り
、
都
道
府
県
及
び
十
大
政
令
市
の
大
気
保
全
担
当
部(

局)

長
に
対
し
、
吹
付
け
石

綿
で
覆
わ
れ
た
天
井
等
が
存
在
す
る
建
築
物
の
改
修
・
解
体
工
事
の
実
施
時
に
お
け
る
石
綿
の
環
境
大
気
中
へ

の
排
出
抑
制
に
つ
い
て
、
石
綿
の
飛
散
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
作
業
時
の
措
置
等
を
示
し
て
い
る
。 

公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
等
の
吹
付
け
石
綿
対
策
工
事
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
以
降
、
国
庫
補
助
事
業
等
に

よ
り
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
の
文
部
省
の
調
査
に
よ
る
吹
付
け
石
綿
使
用
校
千
三
百
三
十 

現
時
点
に
お
い
て
直
ち
に
石
綿
の
使
用
禁
止
又
は
制
限
に
つ
い
て
法
規
制
を
行
う
考
え
は
な
い
。 

五 

 



 

六 

七
校
の
う
ち
、
昭
和
六
十
三
年
度
末
で
、
お
お
む
ね
八
割
の
学
校
で
実
施
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

現
在
工
事
中
の
東
京
都
第
二
庁
舎
に
お
い
て
は
、
外
壁
の
目
地
材
と
し
て
石
綿
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
石
綿
成
型
品
で
あ
り
、
か
つ
、
直
接
外
気
に
接
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
粉
じ
ん
の
飛
散
の
お
そ
れ
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
の
で
、
直
ち
に
そ
の
使
用
制
限
等
の
措
置
を
講
ず

る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

八
に
つ
い
て 

政
府
と
し
て
は
、
石
綿
の
代
替
製
品
の
開
発
状
況
及
び
石
綿
の
含
有
率
の
低
減
化
の
現
状
に
つ
い
て
、
調

査
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
適
切
に
対
応
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

な
お
、
関
係
業
界
に
お
い
て
は
、
既
に
石
綿
の
代
替
製
品
の
開
発
及
び
石
綿
含
有
率
の
低
減
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 




